
5．学会撒等

①国際公会計学会規約

第1条（名糊

本会は、国際公会計学会と称する。英文名は、TheJapanSocietyofComparativeInter-

nationalGovernmentalAccountingResearchとし、J:CIGARと略す6

第2条（目的）

本会は、公会計および関連領域研究の理論的、実践的課題への対応、共同研究の推進、学会提携

等による研究の推進を目的とする。

第3条（組織）

1．本会には、必要に応じて地域ごとの部会を設けることができる。

2．本会には、必要に応じて研究部会を設けることができる。

3．本会を〕軍営するために、必要に応じて委員会を設けることができる。

第4条（事業）

本会は、第2条の目的を達成するために、次の事業を行う。

1．年次研究大会及び研究会ならびに部会研究会の開催

2．研究成果の公表及び会誌の発行

3．政策提言等の活動

4．国内外の関係諸団体・学会等との共同研究

5．公会計に関する研究業績の表彰

6．会員の親睦のための各種行事

7．その他本会の目的を達成するために必要な事業

第5条（会員）

本会の会員は、

個人会員

団体会員

賛助会員

学生会員

次の各号に該当するもので理事会の承認を受けたものとする‘

公会計に関心をもつ研究者、実務家及び学識経験者

公会計に関係のある法人または団体

理事会が適当と認める個人及び団体

大学院生であって理事会が適当と認める者

第6条

1．才

(入退会）

1.本会への入会は､個人会員2名の推薦を得て申込書を提出し､理事会の審査により諾否を決定

する。

2.退会を希望する会員は､書面をもって理事会に申し出るものとする。会員で2年にわたり会費

を滞納した者は自然退会とみなすことができる。

第7条（役員）

1．本会に次の役員をおき、次の職務を行う。
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会長1名とし、本会を代表し、会務を統括する。

副会長若干名とし、会長を補佐し、会長事故あるときは代理する。

地域部会長北海道部会、関東部会、中部部会、関西部会および九州部会に所属するそれ

ぞれの会員のうちから互選する。

事務局長1名とし、本会の会務を処理する。

常務理事若干名とし、本会の会務を分掌する。

理事若干名とし、会務を分担執行する。

監事若干名とし、本会の会務を監査する。

その他、必要に応じて幹事を置くことができる。

2本会の理事及び監事は、個人会員のうちから選挙する。

会長、副会長、常務理事は、理事のうちから互選する。

事務局長は、理事のうちから会長が委嘱する。

幹事は若干名とし、理事会の承認を経て会長が委嘱する。

理事会の推薦により、名誉会長を置くことができる。

3．役員の任期は3年とし、重任を妨げない。

第8条（会員総会）

1．本会を運営するための最高意思は、総会において決定する。

2．総会は、年1回定時に開催する。ただし、理事会が必要であると認めたときは、臨時に開催す

ることができる。

3．総会の決議は出席者の過半数の賛成による。

4．会員は、その議決権を他の出席会員に委任することができる。

第9条（役員会）

1．常務理事会及び理事会は、常務理事及び理事をもって構成し、原則として年1回以上開催し、

会務について審議する。

2．常務理事会及び理事会の議決は出席者の過半数の賛成による。

3．監事は、理事会に出席して意見を述べることができる。

4.常務理事会及び理事会は､その構成員の過半数の出席をもって成立し､その決議は出席者の過

半数による。ただし、あらかじめ書面により委任状を提出した者は、出席とみなすことができ

る。

5．役員の任期は3年とし、重任を妨げない。ただし、会長は、2期（6年）を超えて就任するこ

とはできない。

第10条（学会誌編集委員会）

第4条2項の学会誌の編集のために、本会に学会誌編集委員会を設ける。学会誌編集に関する

規定は別に定める。

第11条（学会賞等審査委員会）

第4条第5項の研究業績の表彰のために、本会に学会賞等審査委員会を設ける。

第12条（財政）

1．学会の運営は、会員年会費および研究大会等の参加費ならびに寄付によって賄う。

2．年会費は、会費規則として別に定め、研究大会等の参加費はその都度定める。

3．本会の予算及び決算は、総会の承認を得なければならない。
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4．本会の会計年度は、毎年4月1日に始まり翌年3月末日に終わる。

第13条（事務局）

本会の事務局は、事務局長の所属機関におく。

第14条槻約の変更）

本会の規約の変更は､理事会または会員総数の10分の1以上の提案により、会員総会において、

出席会員の3分の2以上の賛成を得て行う。

（附則）

1．この規約は、1998年5月30日より実施する。

2.1999年9月12日一部改正。

3.2005年9月3日一音B改正。

4.2006年9月2日一音B改正。

5.2008年9月19日一部改正。

6.2011年10月30日一部改正。

②理事及び監事の選出に関する細則

第1条国際公会計学会規約第7条に定める理事及び監事の選出については、この細則による

ものとする。

第2条本細則に基づく理事及び監事の選出手続きは、会員（理事）の中から、会長が任命す

る2名からなる選挙管理委員会の管理のもとで行う。

第3条役員選出に当たり、選挙により選出する役員については、その選出を選挙管理委員会

が発行する所定の投票用紙により郵送で行う。

（理事選出手続き）

第4条理事の定員は31名以内とする｡理事の選出に当たっては､5地域部会を東日本地区(北

海道部会及び関東部会）及び西日本地区（中部部会、関西部会及び九州部会）に区分

し、両地区から各13名、計26名を投票により選出する。

ただし、地域部会長が理事に選出されなかった場合は、当該部会長を理事に加えるも

のとする。

2．投票は､東日本地区及び西日本地区各5名の連記で行い､各地区上位13名を当選とす

る。得票同数の場合は、選挙管理委員の抽選によって決定する。

（監事選出手続き）

第5条監事の定員は2名とし、選挙によって選ぶ。

2．投票は東日本地区及び西日本地区各1名の連記により、理事に選出されたものを除く

各地区の最高得票者1名を当選者とする。得票同数の場合は、選挙管理委員の抽選に

よって決定する。
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（投票の締切日）

第6条理事・監事の投票の締切日は、理事会においてその都度決定する．

（附貝I｣）

1.この細則は、2001年9月8日より実施する、

2.2011年10月30日一部改正。

③国際公会計学会賞等規程

L

2．

3．

4‘

5

目的

国際公会計学会賞および同研究奨励賞（以下、学会賞等という）は、本学会が公会計の向上

発展に資するため、会員による優秀な作品を審査選定して、賞を授与し、その業績を広く顕彰

することを目的とする。

審査対象となる作品（著作もしくは論文・図書）の範囲

学会賞等の審査は、原貝Iとして、当該年度3月末日の前1年間に学会誌に掲載された論文、

および発刊された図書を対象とする。ただし、図書については、当該年度4月末日までに会員

からの自薦または他薦があり、かつ、審査委員会に現物が提出されたものに限定する。

授賞作品の選定

本学会内に設置された審査委員会は、本規程2．による候補作品を審査して、過半数の委員

の同意をもって授賞作品を選定する。なお、候補作品に委員の著作が含まれている場合には、

当該委員は当該年度の審査に加わることはできない。審査委員会は特に必要ある場合には、審

査に関して他に諮問することができる。

審査委員会の構成

審査委員会は､副会長ほか､常務理事の中から互選された4名の審査委員をもって構成する。

審査委員長は審査委員の互選によって決定し、審査委員会を招集し、議長となる。審査委員α

任期は3年とし、重任は妨げない。ただし、連続2期を超えて就任することはできない。

授賞作品（著作もしくは論文・図書の公表

審査委員会は、受賞作品を全国大会において発表し、その著作者に学会賞等を授与するとと

もに、適当な方法によりこれを広く一般に顕彰する

6．本規程の改廃

本規程の改廃は理事会で決定し、会員総会に報告する‘

（附貝ﾘ）

本規定は2006年4月1日より実施する‘

1．2006年9月2日一音B改正。

2．2008年9月19日一音B改正。
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④国際公会計学会研究奨励賞細則

目的

国際公会計学会研究奨励賞（以下、奨励賞という）は、本学会が公会計の向上発展に資する

ため、若手会員の研究活動の奨励および成果公表の促進を目的とする。

1．

審査対象となる作品の範囲

奨励賞の審査は、原則として、国際公会計学会年次研究大会、研究会、部会研究会のいずれ

かにおいて報告し、当該年度3月末日前1年間に学会誌に掲載された論文を対象とする。著者

は学会誌発行時点で35歳以下の本学会会員でなければならない｡なお､過去に受賞した者の論

文は審査対象に含まない。

2．

授賞作品の選定

本学会内に設置された審査委員会は、本細則2．による候補作品を審査して、過半数の委員

の同意をもって授賞作品を選定する。なお、候補作品に委員の著作が含まれている場合には、

当該委員は当該年度の審査に加わることはできない。審査委員会は特に必要ある場合には、審

査に関して他に諮問することができる。

3．

授賞作品（著作もしくは論文・図脅の公表

理事会は、審査委員会の推薦に基づき、授賞作品を決定する。ただし、他の学会で既に学会

賞または奨励賞を受賞したことが判明した作品には授賞しない。授賞作品は、全国大会におい

て発表され、その著作者に奨励賞を授与するとともに、適当な方法によりこれを広く一般に顕

彰する。

4．

5．本細則の改廃

本細則の改廃は理事会で決定し、会員総会に報告する。

（附則）

本規定は2006年4月1

1．2006年9月

2．2008年9月

日より実施する。

2日一部改正。

19日一部改正。

⑤学会賞等審査規程細則

図書部門の推薦

図書部門への応募は､会員からの自薦または他薦による｡推薦に当たり､著者名(ふりがな)、

所属機関および身分、図書名、出版社、出版年月日に加えて、図書の概要および学会賞に値す

る理由を記した推薦書(A4用紙で500～1000字程度）を審査委員会に提出する。なお、共著の

場合、共著者は3名以内かつ本会員が過半数である場合に限る。

１

2．学会賞対象会員の資格

受賞予定時において1年以上本会の会員でなければならない｡なお､研究奨励賞については、
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学会誌発行時点で35歳以下の本学会員でなければならない。

審査基準

以下の基準に基づいて審査する。

豊難
③ 明 解 性

④公会計関連性

3．

4．重複受賞

同一年度において論文部門と図書部門の重複受賞の可能性がある場合は、図書部門の受賞を

優先する。過年度において論文部門あるいは図書部門のいずれか一方を受賞している場合は、

他部門の受賞は妨げない。

5．役員の受賞

論文部門については、名誉会長、会長、副会長、事務局長および部会長は、当学会の運営お

よび研究活動の推進において重要な役割を果たすものであるため、これらの役員の論文は審査

対象から除外する。

⑥日本学術振興会賞受賞候補者の学会推薦基準

著作および論文部門のいずれかの学会賞受賞者で､当学会への自薦又は他薦があった場合に、

当学会として推薦するか否かについて、学会賞審査委員会で審査の上、理事会で推薦の可否を

決める。なお、推薦者は、推薦に当たり、履歴書、業績リストおよび主要業績の現物（又はコ

ピー）を学会事務局に提出するものとする。

⑦国際公会計学会誌『公会言|研究』編集規程

国際公会計学会の学会誌として、『公会計研究』を発行する。

学会誌の発行は、学会誌編集委員会（以下、委員会という）があたる。

委員会の委員は､地域部会及び研究部会の部会長をもって構成する。また､委員長は委員の互選

により選出し、任期は3年とし重任を妨げない。

学会誌の発行は当面は年1回とする。

投稿原稿の採否については､地域部会ないし研究部会で報告したのち審査し､部会長の推薦を得

たものについて委員会で審査して決定する。

学会誌の編集は、投稿細則にしたがって手続きを進める。

（附則）

1．この規程は1999年5月25日より施行し、1999年4月1日より適用する。

2.2005年9月3日一部改正。

●
●
●

１
２
３

４
５
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⑧国際公会計学会誌『公会計研制投稿細則

1．学会誌への投稿資格は､国際公会計学会の会員とし､学生会員については大学院在籍者とする。

ただし、学会誌編集委員会が寄稿を依頼した場合はこの限りではない。

2．投稿原稿は、公会計及び関連研究に関する「論文」「研究ノート」「書評」のいずれかとし、未

発表のものに限る。

3．論文と研究ノートの投稿を希望する者は、投稿の内容についていずれかの地域部会ないし研究

部会で報告し部会長に申し出ること。

4．投稿原稿の使用言語は和文ないし英文とし、いずれもワープロを使用してフロッピーにメー

ルでの送付も可）と印字したものを提出すること。原稿には、タイトル、氏名、所属を日本語

と英語で表記すること。

学生の投稿原稿については「学生会員の部」に掲載する．

原稿の分量は、図表を含めて12,000字程度とすること。

提出は学会誌編集局へ送付すること。

５
６
７

学会誌編集局 〒657-8501神戸荊難区六甲台町2-1

神戸大学経営学研究科松尾貴巳研究室

e-mail:mats@kobe-u.ac.jp
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